
万国の労働者団結せよ！万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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韓国クーデター、在米朝鮮人の論評� ２面２面

特集＝シリア情勢をめぐって� ３〜５面３〜５面

沖縄連帯行動での伊波議員発言ほか�６〜７面６〜７面

パブロ‐ネルーダ「解放者たち」� 10〜11面10〜11面

HOWS講座＝朝鮮とアフリカ・中東への旅� 12〜13面12〜13面

書評特集＝この1年、この1冊� 14〜15面14〜15面

金城実さんの大作「オガリ像」建立� 15面15面

た
日
本
社
会
の
惨
状
を
見
よ
！
　

そ
し
て
今
回
の
尹
錫
悦
弾
劾
訴
追

の
局
面
で
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は

ど
の
よ
う
に
報
じ
た
か
？
　
韓
国

で
労
働
者
・
人
民
が
身
を
挺
し
て

闘
っ
て
い
る
時
に
、「
政
権
交
代

な
ら
『
問
題
ぶ
り
返
さ
れ
か
ね
な

い
』
日
韓
関
係
は
見
通
せ
な
い
状

況
に
」（
朝
日
７
日
付
）
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、「
日
韓
関
係
の
悪

化
」
を
危
惧
す
る
見
出
し
が
メ
デ

ィ
ア
に
は
溢
れ
か
え
っ
た
。
韓
国

人
民
の
大
衆
的
力
で
勝
ち
と
ら
れ

た
尹
錫
悦
の
罷
免
で
悪
化
す
る
日

韓
関
係
な
ら
ば
、
そ
ん
な
日
韓
関

係
は
根
本
が
間
違
っ
て
い
る
の

だ
。
い
ま
も
つ
づ
く
植
民
地
主
義

を
剔
出
し
て
正
し
い
歴
史
認
識
に

も
と
づ
く
戦
争
責
任
・
戦
後
責
任

を
果
た
さ
ず
、
そ
れ
に
蓋
を
し
て

築
い
た
砂
上
の
「
未
来
志
向
の
日

韓
関
係
」
そ
の
も
の
が
間
違
い
な

の
だ
。
日
帝
強
制
占
領
・
植
民
地

支
配
被
害
者
と
そ
の
遺
族
に
正
対

し
、
謝
罪
と
補
償
、
そ
し
て
被
害

者
が
こ
う
む
っ
た
記
憶
を
後
世
に

伝
え
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
教

育
の
実
践
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
日

本
人
民
は
日
本
政
府
を
し
て
行
な

わ
せ
る
責
務
が
あ
る
。

そ
し
て
、
壊
憲
阻
止
の
課
題
で
あ

る
。
12
月
19
日
に
、
10
月
の
総
選

挙
後
初
め
て
衆
議
院
憲
法
審
査
会

が
行
な
わ
れ
た
。
自
民
党
は
こ
れ

に
先
立
つ
９
月
２
日
の
憲
法
改
正

実
現
本
部
に
お
い
て
、「
緊
急
事

態
」
条
項
、「
憲
法
９
条
自
衛
隊

明
記
」、「
緊
急
政
令
」
を
改
憲
の

「
論
点
整
理
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
当
日
、
そ
の
方
針
に
沿

っ
て
与
党
筆
頭
幹
事
の
自
民
党
船

田
が
19
日
の
衆
院
憲
法
審
査
会

で
、「
緊
急
事
態
」
条
項
に
関
連

し
て
国
会
議
員
の
任
期
延
長
を
最

優
先
に
議
論
す
べ
き
だ
と
主
張

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
伝
え

た
。《
韓
国
の
非
常
戒
厳
を
引
き

合
い
に
「
緊
急
事
態
条
項
は
乱
用

の
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
る

が
、
政
治
活
動
を
禁
止
し
た
り
報

道
や
集
会
を
規
制
し
た
り
す
る
も

の
と
は
性
質
が
異
な
る
》
と
。

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
も
11

日
付
、
12
日
付
、
16
日
付
の
『
労

働
新
聞
』
や
『
朝
鮮
中
央
通
信
』

で
南
の
労
働
者
・
人
民
の
闘
い
を

正
当
に
評
価
し
伝
え
て
い
る
。

「
第
一
の
敵
対
国
」
内
部
で
熾
烈

に
階
級
闘
争
を
担
う
韓
国
人
民
大

衆
は
、
決
し
て
朝
鮮
の
敵
で
は
な

い
。

こ
う
し
た
韓
国
全
土
・
世
界
各
地

で
噴
出
し
た
尹
錫
悦
弾
劾
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
総
和
が
、「
非
常
戒
厳
」

発
動
か
ら
わ
ず
か
２
時
間
半
で
そ

の
解
除
決
議
を
国
会
で
か
ち
と
ら

せ
、
14
日
に
は
尹
錫
悦
弾
劾
訴
追

案
を
可
決
に
導
か
せ
た
の
だ
。

問
わ
れ
る
社
会
大
改
革

今
後
は
12
月
27
日
か
ら
憲
法
裁
判

所
の
審
理
が
始
ま
り
、
１
８
０
日

以
内
に
大
統
領
罷
免
か
職
務
復
帰

か
の
審
判
が
く
だ
る
。
だ
が
、
憲

法
裁
判
所
の
裁
判
官
た
ち
は
尹
錫

悦
か
ら
任
命
さ
れ
た
人
物
で
あ
る

た
め
、
審
判
の
ゆ
く
え
は
楽
観
で

き
な
い
。
さ
ら
に
大
統
領
罷
免
を

か
ち
と
っ
た
と
し
て
も
、
60
日
以

内
に
行
な
わ
れ
る
次
期
大
統
領
選

挙
を
つ
う
じ
韓
国
労
働
者
・
人
民

は
ど
の
よ
う
な
闘
い
を
組
織
し
、

未
来
を
展
望
し
て
い
く
の
か
？

こ
こ
で
問
わ
れ
て
く
る
の
が
、
冒

頭
に
紹
介
し
た
「
尹
錫
悦
即
刻
退

陣
・
社
会
大
改
革
非
常
行
動
」
の

名
称
を
冠
し
た
「
社
会
大
改
革
」

の
中
身
だ
。
ブ
リ
ン
ケ
ン
が
称
賛

す
る
「
韓
国
の
民
主
主
義
の
強
靭

性
」
の
枠
を
打
ち
破
る
跳
躍
が
、

２
０
２
５
年
以
降
の
韓
国
社
会
変

革
運
動
に
は
問
わ
れ
て
い
る
。
わ

た
し
は
、
朝
鮮
近
代
以
降
、
数
か

ず
の
歴
史
的
な
階
級
闘
争
を
か
い

く
ぐ
っ
て
き
た
韓
国
労
働
者
・
人

民
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
必
ず
や
こ
の

枠
を
突
破
し
て
新
し
い
地
平
を
切

り
拓
く
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
で

な
け
れ
ば
、
韓
国
社
会
の
生
き
地

獄
は
今
後
も
つ
づ
く
。

歴
史
認
識
と
壊
憲
阻
止

生
き
地
獄
は
韓
国
社
会
ば
か
り
で

は
な
い
。
金
も
う
け
第
一
、
弱
者

切
り
捨
て
、
戦
争
推
進
の
倒
錯
し

組
の
実
況
中
継
が
映
し
出
し
た
韓

国
国
会
前
に
集
ま
っ
た
労
働
者
・

人
民
た
ち
は
「
あ
り
え
な
い
こ
と

だ
」「
光
州
事
態
の
時
、
わ
た
し

は
逃
げ
た
が
、
今
度
は
逃
げ
な

い
」
な
ど
驚
き
や
義
憤
を
口
に
し

て
、
国
会
に
投
入
さ
れ
た
戒
厳
軍

兵
士
た
ち
と
対
峙
し
た
。
闘
い
は

ソ
ウ
ル
汝ヨ

イ

ド
矣
島
の
国
会
前
ば
か
り

で
は
な
か
っ
た
。
韓
国
サ
ン
ケ
ン

労
組
の
金キ
ム
ウ
ニ
ョ
ン

恩
亨
さ
ん
（
現
・
民
主

労
総
慶
尚
南
道
地
域
本
部
委
員

長
）
は
４
日
、
日
本
の
韓
国
サ
ン

ケ
ン
労
組
を
支
援
す
る
会
の
仲
間

に
安
否
を
伝
え
る
メ
ー
ル
を
届

け
、《
正
直
、
労
組
の
幹
部
や
活

動
家
は
み
な
逮
捕
さ
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
、
殺
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
、
と
ま
で
思
い
（
略
）
遺
書
を

書
く
べ
き
か
と
も
思
っ
た
》
と
伝

え
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
夜
通
し

民
主
労
総
慶
南
本
部
の
組
合
員
た

ち
と
事
態
を
知
ら
せ
る
ビ
ラ
を
作

成
し
て
、
翌
朝
出
勤
し
て
く
る
労

働
者
・
市
民
に
配
布
し
た
り
、
緊

急
記
者
会
見
を
行
な
っ
た
こ
と
な

ど
が
し
る
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

レ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
日
本
の
会
員
用

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
は
、
い
ま

は
カ
ナ
ダ
で
研
究
活
動
を
し
て
い

る
恵
泉
女
学
院
大
学
教
員
の

李イ
ヨ
ン
チ
ェ

泳
采
さ
ん
が
《
い
つ
も
い
た
そ

の
場
に
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
自

分
が
悔
し
い
で
す
が
、
今
自
分
が

い
る
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
頑
張

り
ま
す
》
と
い
う
心
情
と
日
本
人

民
に
連
帯
を
呼
び
か
け
る
呼
訴
文

を
投
稿
し
、
作
家
・
韓ハ
ン
ガ
ン江
さ
ん
は

国
会
に
突
入
し
た
戒
厳
軍
兵
士
の

内
的
葛
藤
を
海
外
の
滞
在
先
で
洞

察
し
、
在
日
韓
国
民
主
統
一
連
合

は
東
京
・
上
野
や
大
阪
・
鶴
橋
な

ど
で
「
尹
錫
悦
即
刻
退
陣
！
」
の

街
頭
行
動
に
起
ち
あ
が
り
、
ま
た

日
本
に
留
学
す
る
韓
国
人
学
生
た

ち
は
「
尹
錫
悦
退
陣
集
会
推
進
連

合
」
に
結
集
し
て
東
京
・
新
宿
駅

頭
で
５
０
０
名
を
超
す
留
学
生
・

在
日
韓
国
人
・
日
本
人
に
よ
る

「
尹
錫
悦
退
陣
集
会
」
の
運
営
を

立
派
に
担
っ
た
。
さ
ら
に
、
対
南

政
策
の
転
換
で
「
大
韓
民
国
」
を

「
第
一
の
敵
対
国
」
と
規
定
し
た

国
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
ハ
イ
テ
ッ
ク
労

組
員
た
ち
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ

と
い
う
の
も
、
こ
の
報
道
番
組

が
、
戒
厳
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た

朴パ
ク
ア
ン
ス

安
洙
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
禁
ず
る

戒
厳
布
告
令
を
発
布
し
た
と
報
じ

た
か
ら
だ
。「
韓
国
Ｏ
Ｐ
組
合
員

７
名
が
戒
厳
軍
に
拘
禁
さ
れ

る
！
」
80
年
光
州
の
凄
惨
な
姿
が

頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
こ
こ
に
、
そ
の

戒
厳
司
令
官
布
告
令
の
全
文
を
し

る
す
。

《
自
由
大
韓
民
国
内
部
に
暗
躍
し

て
い
る
反
国
家
勢
力
の
大
韓
民
国

体
制
転
覆
の
脅
威
か
ら
自
由
民
主

主
義
を
守
護
し
、
国
民
の
安
全
を

守
る
た
め
に
、
２
０
２
４
年
12
月

３
日
23
：
00
付
で
大
韓
民
国
全
域

に
次
の
事
項
を
布
告
す
る
。／
１
．

国
会
と
地
方
議
会
、
政
党
の
活
動

と
政
治
的
結
社
、
集
会
、
示
威
な

ど
一
切
の
政
治
活
動
を
禁
ず
る
。

／
２
．
自
由
民
主
主
義
体
制
を
否

定
し
た
り
、
転
覆
を
企
図
す
る
一

切
の
行
為
を
禁
じ
、
フ
ェ
イ
ク
ニ

ュ
ー
ス
、
世
論
操
作
、
虚
偽
の
扇

動
を
禁
ず
る
。
／
３
．
す
べ
て
の

言
論
と
出
版
は
戒
厳
司
令
部
の
統

制
を
受
け
る
。
／
４
．
社
会
混
乱

を
助
長
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
、
怠

業
、
集
会
行
為
を
禁
ず
る
。／
５
．

専
攻
医
を
は
じ
め
、
ス
ト
ラ
イ
キ

中
ま
た
は
医
療
現
場
を
離
脱
し
た

す
べ
て
の
医
療
人
は
48
時
間
以
内

に
本
業
に
復
帰
し
て
忠
実
に
勤
務

し
、
違
反
時
は
戒
厳
法
に
よ
っ
て

処
断
す
る
。
／
６
．
反
国
家
勢
力

な
ど
体
制
転
覆
勢
力
を
除
外
し
た

善
良
な
一
般
国
民
は
、
日
常
生
活

の
不
便
を
最
小
限
に
で
き
る
よ
う

措
置
す
る
。
／
以
上
の
布
告
令
違

反
者
に
対
し
て
は
、
大
韓
民
国
戒

厳
法
第
９
条
（
戒
厳
司
令
官
特
別

措
置
権
）
に
よ
り
、
令
状
な
し
に

逮
捕
、
拘
禁
、
押
収
捜
査
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
、
戒
厳
法
第
14
条

（
罰
則
）
に
よ
り
処
断
す
る
。／
戒

厳
司
令
官
　
陸
軍
大
将
　
朴
安

洙
》弾

劾
熱
量
の
総
和
の
力

こ
の
事
態
に
驚
い
た
韓
国
人
民
は

た
だ
ち
に
行
動
に
出
た
。
報
道
番

者
、
言
論
・
文
化
人
、
在
野
の
民

主
人
士
な
ど
を
「
北
に
追
従
す
る

勢
力
」
と
決
め
つ
け
、
こ
れ
を
根

こ
そ
ぎ
「
摘
発
」
す
る
シ
ナ
リ
オ

を
描
い
て
い
た
。
こ
の
時
は
、
朝

鮮
側
の
賢
明
な
自
制
に
よ
っ
て
朝

鮮
戦
争
の
再
燃
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
一
歩
間
違
え
ば
、
東
欧
・

中
東
に
つ
い
で
北
東
ア
ジ
ア
で
も

戦
争
が
勃
発
し
か
ね
な
い
危
険
な

状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
12
月
３
日
、
尹
は
再
度
そ

の
試
み
を
実
行
に
移
し
た
。

尹
錫
悦
の
「
非
常
戒
厳
」
宣
布
を

韓
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
報
道
番

組
で
知
っ
た
３
日
夜
11
時
過
ぎ
、

ま
っ
さ
き
に
わ
た
し
の
頭
に
浮
か

ん
だ
の
は
、
工
場
に
籠
城
す
る
韓

戦
争
挑
発
と
戒
厳
発
動

「
戒
厳
」
の
予
兆
は
あ
っ
た
。

国
会
で
多
数
を
占
め
る
野
党
と
こ

と
ご
と
く
対
立
し
て
国
政
が
マ
ヒ

状
態
に
陥
る
な
か
、
株
価
操
作
な

ど
尹
の
パ
ー
ト
ナ
ー
金キ
ム
ゴ
ニ

建
希
が
起

こ
し
た
数
か
ず
の
不
正
捜
査
に
特

別
検
察
官
を
投
入
す
る
「
特
検

法
」
を
求
め
る
キ
ャ
ン
ド
ル
行
動

が
粘
り
強
く
継
続
さ
れ
、
支
持
率

も
２
割
前
後
に
大
き
く
低
下
し
て

い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
尹
錫
悦

は
10
月
に
入
っ
て
無
人
機
を
ピ
ョ

ン
ヤ
ン
上
空
に
飛
ば
す
戦
争
挑
発

に
出
た
。
そ
の
機
に
乗
じ
て
「
非

常
戒
厳
」
を
宣
布
し
、
意
に
従
わ

な
い
国
会
議
員
や
労
働
運
動
指
導

退
陣
・
社
会
大
改
革
非
常
行
動
」

（
二
大
労
総
や
全
農
な
ど
１
５
５

０
団
体
が
結
集
し
て
12
月
11
日
発

足
）
な
ど
の
闘
い
を
掣
肘
す
る
動

き
に
出
る
だ
ろ
う
。
後
者
の
シ
リ

ア
情
勢
に
つ
い
て
は
、
今
号
３
～

５
面
の
特
集
を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
下
で
は
、
い
ま
韓
国
で
起
き
て

い
る
事
態
に
そ
く
し
て
、
日
本
の

労
働
者
・
人
民
が
考
え
る
べ
き
課

題
を
提
起
す
る
。

前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
人
民
の

力
に
よ
る
17
年
の
朴パ
ク
ク
ネ

槿
恵
罷
免
後

の
文ム
ン

在ジ
ェ

寅イ
ン

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
執
権
を
国
民
の
力
の
尹
錫
悦

か
ら
共
に
民
主
党
の
李イ
ジ
ェ
ミ
ョ
ン

在
明
に
移

行
さ
せ
る
こ
と
で
、
尹
錫
悦
弾
劾

の
大
衆
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
議
会
制
の
枠
内
に
封
じ
込
め
よ

う
と
す
る
目
論
み
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
今
後
米
帝
は
、
そ
の
枠
を
突

破
し
よ
う
と
す
る
「
尹
錫
悦
即
刻

い
ず
れ
も
米
帝
が
深
く
関
与
す

る
な
か
の
事
態
で
あ
り
、
米
国

務
長
官
ブ
リ
ン
ケ
ン
の
、「
韓

国
は
民
主
主
義
の
強
靭
性
を
示

し
た
」（
12
月
14
日
）、「
シ
リ
ア

の
人
び
と
が
主
導
す
る
シ
リ
ア

の
た
め
の
政
権
移
行
を
全
面
的

に
支
持
す
る
」（
12
月
10
日
）

と
の
表
明
は
、
米
帝
に
よ
る
反

革
命
の
思
惑
を
明
確
、
か
つ
慇

懃
無
礼
に
表
明
し
た
も
の
だ
。

２
０
２
４
年
12
月
、
世
界
の
耳

目
を
釘
付
け
に
し
た
事
態
が
北

東
ア
ジ
ア
と
中
東
で
起
こ
っ

た
。
ひ
と
つ
は
３
日
、
韓
国
の

大
統
領
尹ユ
ン
ソ
ン
ニ
ョ
ル

錫
悦
に
よ
っ
て
惹

き
起
こ
さ
れ
た
「
非
常
戒
厳
」

の
宣
布
と
そ
の
後
の
事
態
、
も

う
ひ
と
つ
は
８
日
、
シ
リ
ア
の

ア
サ
ド
政
権
の
崩
壊
と
そ
の
後

の
事
態
で
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在
進

行
形
で
推
移
し
て
い
る
。

尹
錫
悦
弾
劾
か
ら「
社
会
大
改
革
」へ

日
本
人
民
に
問
わ
れ
る
壊
憲
・「
緊
急
事
態
」条
項
と
の
闘
い

12月20日、キューバの首都ハバナにある米国大使館前で、経済封鎖の解除を求める50万人のキューバ国民が大規模な抗議行動
を展開。呼びかけたのはミゲル‐ディアス＝カネル大統領。ディアス＝カネルは、米国大使館の正面にあるマレコン通りのホ
セ‐マルティ反帝国主義プラットフォームで行なった演説で、「これは行進だ。そう、何よりも反帝国主義者の行進だ！」と
語り、帝国主義に対する妥協なき抵抗を続けることを、人びとを代表して誓った。� 【関連記事10～11面】

キ
ュ
ー
バ
革
命
擁
護
！ 

経
済
封
鎖
を
解
除
せ
よ
！ 

こ
れ
は
行
進
だ
。そ
う
、何
よ
り
も
反
帝
国
主
義
者
の
行
進
だ
！

（
２
面
に
つ
づ
く
）




